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史蹟を探る嘉瀬の足跡を尋ねて
そ
れ
ま

宅
か
ら
写

焼
氏
宅
、

憎
の
あ
る

論
二
十
一

校
舎
を
新

烏
曇
一
、
助
役
今
甚
吾
で
、

校
生
一
八
○
名
で
村
長
横

当
時
嘉
瀬
の
学
力
向
上
に

努
力
し
た
の
は
明
治
三
十
三
年
ま
で
校
長
を
勧
め
た
名
物
校
長
猪
股
龍
太
郎
で
あ
っ
た
。

徒
を
通
学
さ
せ
る
た
め
町
内
中
柏
木
ま
で
自
宅
訪
問
に
烟
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
姿
は
、

は
鳴
海
宅
前
の
老
松
の
み
が
知
る
だ
け
。
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の
明
治
の
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混
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の
山
中
列
古

典
の
地
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沢
田

鴫
海
幸
之
助
氏

と
こ
ろ
に
、
明

年
九
月
一
日
新

築
、
当
時
の
在

物
校
長

龍
太
郎 一
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献

暴
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⑦
中
山
千
坊
の
修
験
道
場

道
場
か
ニ
ッ
森

⑤
金
木
代
官
所
に

年
貢
米
を
運
ん
だ
道
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つ瀬すか森人整あた古ろらこ爵喜繋鼎頂か工地地ろ‐
と代と土のか長壇で上なの形さoッ
云人こ器立？を跡、はぞ盛はれ一森
わのろ石山埋か津少でか三てシ、
れ 集か器観葬、軽しあ、角い森こ
る落らが音し古修平る自錐なはシ
。が、出－た代験ら◎然形ぃ既森
あ嘉土帯古蝦僧のので。に少
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母
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侭 、
し

⑥
津
島
金
右
工
門

西
館
を
攻
め
る

永
享
三
年
（
西
暦
一
四

２

三
○
年
）
飯
詰
砦
、
中
柏
木
砦
、
嘉
瀬
砦
、
中
里
砦
が
南
部
軍
に
躁
鯛
さ
れ
、
嘉

吉
三
年
五
月
七
日
柴
崎
城
（
小
泊
）
落
ち
安
東
滅
亡
。
砦
跡
今
残
る
も
の
無
し
。

天
正
十
五
年
五
月

（
西
暦
一
五
八
七
年
）

新
城
白
旗
城
番
阿
部
孫

三
郎
、
金
岐
舘
守
津
島

金
右
エ
門
の
急
襲
を
受

け
、
高
楯
城
幕
下
の
西

舘
守
、
三
浦
権
十
郎
重

孝
、
砦
に
放
炎
討
死
し

栗
て
る
。
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